
「黙食」への取り組みスタート 
石川県の「飲食・若者の感染拡大特別警報」の発令を受けて、本校でも新型コロナウィルス感染症防止

対策の一環として、昼食時間の「黙食」への取り組みが２月２２日よりスタートしました。初日の様子は

一人一人が意識をしながら「黙食」を実行していたようです。食事中の会話での感染リスクを意識して３

月の終業式まで取り組みます。 

 

＊決められた場所で食べます。★プラッサ可 

（1年生：４階教室、小講義室１・２・３・５）  

（２年生：３階教室、中講義室１・２）  

（３年生：２階教室） 

＊前（黒板の方）を向いて食べます。 

＊机・椅子は動かしません。 

＊会話はマスクをして食事の後にします。 

＜プラッサ＞「隣同士もソーシャルディスタンス！」 

       

＜１年生の教室＞「前を向いて、食べることに集中！」 

  

生徒の感想 

「なんだかシュールな感じでした。」 

「黙々と食べました。」 

「先生も巡回していたので、みんなが意

識していました。」 

「食べてからお喋りを楽しみました。」 

 



 


